
Agilent EcoSpheres を用いた
胡桃油中フタル酸の
ゲル浸透クロマトグラフィー分析

はじめに

クルミ科のブラックウォルナットから取れる胡桃油は、繊細なナッツの香りで知られ
る高品質オイルで、調理によく使用されます。胡桃油はおもにフランスで生産され、
保管方法が不適切だと変質することもある高価な商品です。胡桃油は生産工程のなか
で、ポリ塩化ビニル (PVC) から製造されるプラスチックボトルにパックされます。PVC
は硬質なプラスチックですが、可塑剤の添加により加工が可能になります。可塑剤に
は通常、フタル酸が用いられますが、フタル酸は健康に有害な影響を及ぼすおそれが
あるため、食品へのフタル酸汚染に対する懸念が高まっています。

このアプリケーションノートでは、品質管理手順の一環として、胡桃サンプルからフ
タル酸添加物を分離し、フタル酸の量や種類を測定する方法を紹介します。分離に
は、テトラヒドロフランで膨潤した Agilent EcoSpheres を充填した 450 x 25 mm ガラス
製カラムを使用しました。

EcoSpheres ビーズは、農薬や塩素化炭化水素などの低分子化合物と高分子量の有機マ
トリックスを、経済的かつ低圧で分離できるように設計されています。
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メソッドと結果

条件

カラム EcoSpheres ガラス製カラム、450 x 25 mm
(EcoSpheres (100 g) 部品番号 PL1460-4M03;
ガラス製カラム 部品番号 PL1310-0054)

サンプル フタル酸を添加した胡桃油

システム Agilent 1260 Infinity アイソクラティックポンプ
およびマニュアルインジェクタ

溶媒 テトラヒドロフラン

流速 5 mL/min

検出器 Agilent Infinity 可変波長検出器 VL、254 nm

データ採取/ Cirrus GPC ソフトウェアおよび PL DataSteam 
解析 分析データキャプチャーユニット

結論

EcoSpheres 充填剤を用いた GPC システムを使えば、胡桃油など
の食品サンプルを分析する簡単でシンプルなメソッドが実現し
ます。この例では、フタル酸を検出しました。この結果は、PVC
容器にパックされた胡桃油の品質管理において、このシステム
が有効であることを示しています。

EcoSpheres ビーズは粒子径が大きいため、最高 10 mL/min の流
速および 300 psi (21 bar) の圧力で内径 25 mm のガラス製カラム
を使用し、分析時間を短縮することが可能です。適切な流速の
アイソクラティックフローに対応するあらゆる液体クロマトグ
ラフィーシステムで使用できるので、優れた柔軟性も得られま
す。また、EcoSpheres のポアサイズは、フタル酸などの低分子量
の化合物を高分子量の干渉化合物から最高の効率で分離できる
ものが採用されています。分子量の大きい化合物は、充填剤の
ポアにより排除されます。

詳細情報

これらのデータは、代表的な結果を示したものです。アジレン
トの製品およびサービスの詳細については、アジレントの Web
サイト (www.agilent.com/chem/jp) をご覧ください。
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図 1. EcoSpheres (マイクロポーラス充填剤) を用いたゲル浸透クロマトグラフィー
により得られた添加および非添加胡桃油サンプルのクロマトグラムの重ね表
示。フタル酸が胡桃油から分離していることが明らかに示されています。こ
れにより、小さい分子量の成分を分離し、分析することが可能になります


